
令和7年度第1回学校歯科研修会
演題：なぜ、学校歯科保健活動が健康教育に有効なのか
～岐阜県での学校歯科保健活動の取り組み～
講師：日本学校歯科医会常務理事　荒井孝仁　先生 

令和7年度第1回学校歯科研修会が9月20日(土)15時より、
札幌歯科医師会館での講演とＺｏｏｍウェビナーによる同時配信でおこなわれました。参加者は会場が、15名Ｚｏｏｍによる視聴者が27名、合計42名（学校関係者は8名）でした。

　学校における歯科保健活動の目的は単にう蝕や歯肉炎を減らすことではなく、「う蝕」「歯肉炎」を教材として児童・生徒に他律的な健康観から自律的な健康観を教育することである。そこで岐阜県では教育委員会と協力して歯科保健活動をおこなっており、ヘルスプロモーションとして「リスクファクター」「ハピネスファクター」「社会的に目を向ける」この三つに注目して進めている。歯科検診ではあすなろ検診というソフト使用し、できるだけ教職員の負担を減らす努力をしている。また、ＪＴＹプロジェクト（J：じぶんから、Ｔ：楽しく、Ｙ：やろう）を立ち上げ、ロイロノートを活用し歯磨きや食事などを健康で楽しくやることに努めている。学校、家庭、地域、PTAとの連携がとても重要な課題であり、GIGAスクールを積極的に活用し情報の発信を大事にしている。
管理するのは一時的なもの、教育は一生のもの、教育こそ最高のことである。

伊藤大亮　記

